
  

 
 

 
 
 
 
 

お問合せ先：国土交通省 青森河川国道事務所 〒０３０－０８２２ 青森市中央三丁目２０－３８ 

            地域づくり相談室 TEL017-734-4529 FAX017-722-2577 

平成２６年８月７日（木） 第２１３号 
  

「漏水の見分け方」を学びました 
～技術勉強会 開催～ 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

ご意見は 

こちらまで 

河川管理における「漏水」とは、川の増水により水圧が高まり、川の水が堤防や堤防の下か

らにじみ出てきたり、吹き出る状態のことをいいます。漏水している箇所を放置すると、やがて

堤防が弱体化し、決壊につながるおそれがあります。 

洪水時、堤防の決壊を防ぐため、地域の水防団による水防活動が行われており、巡視を行

い、漏水箇所が見つかれば、「月の輪工」、「釜段工」と呼ばれる対策などを講じています。 

昨年の洪水の際、「漏水」箇所の拡大を

防止するため実施した「月の輪工」 

 

 平成２５年台風１８号により、岩木川では大きな

出水となり、当事務所管内では、９箇所で漏水被

害が発生しました。出水後に行った各自治体との

意見交換で、「漏水かどうかの判断が出来なかっ

た」、「水防工法時に防災エキスパートに現地指導

してもらったのが助かった」という意見が寄せられ

ました。 

こうした声を踏まえ、平成２６年７月３１日、青森

河川国道事務所において、「岩木川水系洪水予

報・水防連絡会」が主催する「漏水の見分け方」に

ついての勉強会が開催されました。 

流域の市町村の防災担当者、青森県及び整備局

の河川管理担当者など約８０名が参加しました。 

講師には、災害時、被災状況把握や地域の災害

対策活動支援にボランティアで協力していただいて

いる「防災エキスパート」の長尾廣さんをお招きしま

した。 

単純な降雨に伴う【水たまり】と、河川の水が吹き

出ている【漏水】の見分け方、漏水の危険がある場

所の特徴などについて解説していただきました。 

災害担当者でも、実際の「漏水」を見る機会は少

ないので、今回の勉強会が洪水対応の知識の向上

につながり、洪水被害の防止・軽減、効率的な水防

作業に役立つことが期待されます。 

勉強会の様子 

図面や写真を使いわかりやすく解説して

いただきました。 

青森河川国道事務所ＨＰ http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/index.html 
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